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ズームアップ1 月号は5 日新聞折込

働 き た い 方 を 応 援 し ま す!

中 小 企 業 を 支 援 し ま す!

「
区
内
で
仕
事
を
探
し
て
い
る
の
で
す
が
」「
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た

ら
ど
う
な
る
の
」
と
就
業
・
労
働
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
、「
資

金
繰
り
を
な
ん
と
か
し
た
い
」と
お
考
え
の
経
営
者
の
方
へ
、区

で
は
国
や
都
と
協
力
し
な
が
ら
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

働
き
た
い
方
へ

「
あ
だ
ち
ワ
ー
ク
・
フ
ェ
ア
」
を

開
催
し
ま
す

王
子
労
政
事
務
所
、
(
ロ
ー
ワ
ー

ク
足
立
と
共
同
で
年
末
労
働
・
就
業

出
前
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
多
く
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

日
時
=
1
2
月
1
9
日
困
・
2
0
日
吻
、
午

前
1
0
時
～
午
後
5
時
内
容
=
職
業

相
談
/
パ
ー
ト
・
内
職
・
労
働
相
談
/

技
術
専
門
校
入
校
相
談
/
適
職
相

談

※
適
職
相
談
の
み
王
子
労
政
事

務
所
へ
事
前
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い

労
働
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
1
2
月
1
9
日
困
・
2
0
日
吻
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
定
員
=
2
5
0
人

内
容
等
=
▽
1
9
日
・
:
「
未
来
の
自
分

に
投
資
す
る
～
あ
な
た
に
役
立
つ
労

働
・
社
会
保
険
～
」
(
白
澤
辰
夫
氏
。

社
会
保
険
労
務
士
)
▽
2
0
日
…
「
働

く
ト
ラ
ブ
ル
未
然
防
止
～
求
人
票
の

見
方
と
働
く
ル
ー
ル
～
」
(
岩
本
充
史

氏
・
弁
護
士
)

情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

日
時
=
1
2
月
1
9
日
困
・
2
0
日
吻
、
午

前
1
0
時
～
午
後
5
時
内
容
=
(
口

I
ワ
ー
ク
や
「
T
O
K
Y
O

は
た
ら

く
ネ
ッ
ト
」
の
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
な

ど
で
提
供ー

い
ず
れ
も
ー

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
王
子

労
政
事
務
所

(
3
9
0
0
)
0
1
1

《
h
V

ま
た
は
区
・
経
済
観
光
課
計
画
調
整

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

中
高
年
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
募
集
・
派
遣

し
ま
す
～
東
京
都
「
中
小
企
業
助
っ

人
1
0
0
0
人
事
業
」～

離
職
中
の
方
を
都
・
高
齢
者
事
業

振
興
財
団
が
臨
時
雇
用
し
て
、
中
小

企
業
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
派
遣

し
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
り
た
い
方
は

対
象
=

都
内
在
住
の
満
4
0
歳
以
上

(申
込
時
)
で
離
職
中
の
方

雇
用

期
間
=
6

ヵ
月
未
満

派

遣

を
希

望
す

る
企
業

の
方

は

対
象
=

派

遣

を
受
け

る
事

業
所

が
都

内

に
あ

る
中
小

企
業

派

遣
期

間
=
6

ヵ
月
未

満

費

用
=

無

料

ー

い
ず

れ
も
ー

く

わ
し

く

は
お
問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い

申

・
問

先
=

都

・
高
齢

者
事

業
振

興

財
団

(
5
2
1
1
)
5
2
2
1

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
k
y
o
s
i
l
v
e
r

・
o
r
.
j
p
/

ま

た
は
区

・
経

済
観

光
課

計
画

調
整

係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

中
小
企
業

個
人
事
業
主
の
方
へ

ご
利
用
く
だ
さ
い
公
的
融
資
制
度

国
民
生
活
金
融
公
庫
、
都
、
区
で

は
、
中
小
企
業
・
個
人
事
業
主
の
皆

さ
ん
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
た

め
、
低
利
率
・
長
期
返
済
な
ど
、
よ

り
有
利
な
条
件
で
事
業
資
金
の
借
り

入
れ
が
で
き
る
融
資
(
あ
っ
せ
ん
)

制
度
を
用
意
し
て
い
ま
す
(
表
1
)
。

一
般
の
運
転
資
金
、
設
備
資
金
の

ほ
か
に
、
つ
な
ぎ
資
金
や
借
換
の
た

め
の
資
金
、
無
担
保
無
保
証
人
で
借

り
受
け
ら
れ
る
資
金
な
ど
、
様
々
な

目
的
・
経
営
状
況
に
応
じ
た
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
先
=

融
資
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
3

表1　 主な融資制度 ※ 利率は11月1 日現在

※ 上記のほかにも新規開業や経営革新等のための資金など 、様々な制度がありますのでご相談ください

※ 都・区の制度融資は、すべて東京信用保証協会の保証付融資です

※ 保証協会に支払う保証料に対し ては 、補助制度がありますのでお問い合わせく ださい

入 居 企

業募
集

足立区創業支援施設「(仮称) インキュベーション足立」が来春オープンします!

旧千住保健所2 階を創業支援施設に改修整備する計画を

進めていますO整備後は、「( 仮称) インキュベーション足立」

として、13室の貸事務所、交流 嫡 談コーナー、産学交流室、

会議・研修室、共同利用コーナーが設置されます口 肝 住駅

から徒歩約10分という好立地に加え、低廉な家賃と様々な支

援で、入居した企業の成長を応援しますOまた、区内既存企

業も会議・研修室などの活用ができるので、入居企業と区

内既存企業との交流も積極的に進めていきます。

意欲と創造性あふれる区内の起業家の皆さんの応募をお

待ちしています。

募 集 企 業 数=13 社 募 集 要 項 ・応 募 書 類 配 布= 新

産業支援 課支援係 ※ 区ホ ームペ ージからも ダウン ロ

ードで きます 期 限=15 年1 月 巧日

申 ・ 問 先= 新 産業 支援課支 援係 　3880- 5184

今 号の主な内容
2
・
3
面
マ
保
健
福
祉
ガ
イ
ド

4
・
5
面
マ
1
4年
度
上
半
期
財
政
状
況
を
公
表
し

ま
す
/
学
一里
保
育
室
入
室
児
童
募
集
6

・
7
面
マ
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/

掲
示
板

8
面
マ
マ
マ
年
末
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
/
ス

ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

情報キャッチ! !
好きです。あだち
12月16日～22日

午前9時30分/ 午後O時30分/
午後9時30分
ケーブルTV 足立( 9CH)

区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ
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保

健

福

祉

ガ

イ

ド

定員に先着順
とあるものは

12 月11 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡

例

・I 魚狐 臭S・蔘申叫4 尠墺誨

争廟糶j・l t・,申jじ応み繼攤

秦菷・嶼j・輯矚4t り 啝腎・　
魚し込掫劔・聞な噛 ね竸抛

争貪抛ぬ鈿羹ぬ齟6嗚 ぬば無鶫

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助
成
制
度
に
つ
い
て

(親
)医
療
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

⑩
医
療
費
助
成
制
度
が
1
5年
1
月
1

日
か
ら
改
正
に
な
り
ま
す
。
所
得

制
限
額
が
緩
和
さ
れ
る
な
ど
(
表
1
)

の
点
で
改
正
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る

方
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

新
制
度
で
の
受
け
付
け
は
1
2月
か
ら

で
す
。く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

(親
)医
療
証
を
送
り
ま
す

⑩
医
療
証
受
給
者
で
現
況
届
を
提

出
し
た
方
に
、
1
5年
1
月
1
日
か
ら

使
用
す
る
⑩
医
療
証
を
1
2月
2
4日
に

発
送
し
ま
す
。
ま
だ
現
況
届
を
提
出

し
て
い
な
い
方
は
、
至
急
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
所
得
が
基
準
を
超
え
て

資
格
が
消
滅
す
る
方
に
は
、
1
2月
2
4

日
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
1
3年
度
は
所
得
が
基
準
を

超
え
て
い
て
も
、
1
4年
度
に
は
所
得

が
少
な
く
な
り
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
・

ーい
ず

れ
も
ー

申
・
問
先
=
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

表1　 改正後の(親)家庭医療費助成制度( 15 年1 月から適用)

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

対
象
=
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当

の
み
は
除
く
)
受
給
者
で
、
小
学
生

以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
内
容
=
親
ま
た
は
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
が
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
の
と
き
、
家
事
や
育
児
を
手
伝
う

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
(
長
期
疾

病
・
入
院
な
ど
は
対
象
外
)
※
I

度
の
申
請
で
3
回
以
内
、
年
間
2
0
回

ま
で
(
午
前
7
時
～
午
後
7
時
の
間

で
連
続
8
時
間
ま
た
は
4
時
間
を
1

回
と
す
る
)

申
込
=
診
察
予
約
券

な
ど
、
疾
病
等
を
証
明
で
き
る
も
の

と
印
鑑
を
持
参
し
介
護
券
を
申
請

(緊
急
の
場
合
は
、
家
庭
支
援
係
に

直
接
電
話
)

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

熱
川
、
軽
井
沢
な
ど
1
0
ヵ
所
の
国

民
宿
舎
と
区
施
設
の
保
養
所
・
校
外

施
設
(
上
総
湊
健
康
学
園
は
除
く
)

・
野
外
活
動
施
設
8
ヵ
所
を
低
額
な

料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。
※
国
民

宿
舎
と
区
施
設
と
の
合
計
で
年
度
内

2
泊
ま
で
利
用
可
対
象
=
母
子
ま

た
は
父
子
家
庭
の
方
で
児
童
育
成
手

当
受
給
者
の
方
助
成
限
度
額
=
▽

国
民
宿
舎
:
i
泊
に
つ
き
大
人
6
千

4
9
0
円
、
小
人
(
3
歳
～
小
学
生
)
5

千
7
7
0
円
▽
区
施
設
:
i
泊
に
つ
き

保
養
所
は
、
大
人
5
千
3
3
0
円
、
小
人
　

(
3
歳
～
小
学
生
)
2
千
9
3
0
円
▽

教
育
・
野
外
施
設
…
大
人
3
千
4
0
0

円
、
小
人
(
3
歳
～
中
学
生
)
千
7
0
0

円

※
い
ず
れ
も
限
度
額
を
超
え
る

宿
泊
料
金
な
ど
は
自
己
負
担

申
込
=

▽
国
民
宿
舎
・
:各
施
設
へ
直
接
電

話
予
約
(
必
ず
足
立
区
ひ
と
り
親
家

庭
休
養
ホ
ー
ム
利
用
と
告
げ
て

、
料

金
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
)
。

予
約
後
、
家
庭
支
援
係
ま
た
は
各
福

祉
事
務
所
の
窓
口
で

、
利
用
券
の
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
区

施
設
・
:
生
涯
学
習
振
興
公
社
の
各
施

設
で
販
売
す
る
申
込
(

ガ
キ
に
必
要

事
項
を
記
入
し

、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
利
用
予
約
手
続
後

、
家
庭
支

援
係
に

「
宿
泊
者
証
明
書
」
の
用
紙

を
電
話
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い

※

申
請
時
に

、
い
ず
れ
も
児
童
扶
養
手

当
証
書
・
児
童
育
成
手
当
支
払
通
知

書
な
ど
、
ひ
と
り
親
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
も
の
と
印
鑑
を
持
参

ー

い
ず
れ
も
ー

申
・
問
先
=

家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(

表
2
)

表2　 福祉事務所一覧こ
ど
も
の
ぜ
ん
息
相
談
教
室

日
時
=
1
5
年
1
月
8
日
南
、
午
後
1

時
3
0
分
～
2
時
3
0
分
場
所
=
う
き

う
き
館

対
象
=
区
内
在
住
の
ぜ
ん

息
児
お
よ
び
そ
の
家
族

定
員
=
2
0

人
(
先
着
順
)

内
容
=
講
演
「
冬
か

ら
春
に
む
け
て
の
ぜ
ん
息
対
策
」
/

質
疑
応
答

講
師
=

吉
田
幸
子
氏

(綾
瀬
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
)

申
込
=

電
話

※
保
育
あ
り
(
事
前
に
必

ず
電
話
予
約
)

申
・
問
先
=
公
害
保

健
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

江
北
健
康
大
学
(
4
日
制
)

日
時
等
=
表
3

場
所
=
青
少
年
セ

ン
タ
ー
(
1
5年
2
月
1
2日
は
江
北
保

健
総
合
セ
ン
タ
士

定
員
=
4
0
人

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
　

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表3　 江北健康大学「あたらしく 素敵にいきいきと」日程等

いずれも水曜日、時間は午後2時～4時( 1/ 22は午後4時30分まで)

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

(区
制
度
)
・
難
病
患
者
福

祉
手
当
の
定
例
払
月

1
2月
2
5日
ご
ろ
に
、
8
月
～
‥
1
1
月

分
を
振
り
込
み
ま
す
。

問
先
=
障

害
給
付
係
ま
た
は
各
福
祉
事
務
所

(表
2
)

精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
時
等
=
表
4

対
象
=
区
内
在
住

・
在
勤
で
心
の
健
康
に
関
心
の
あ
る

方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
よ

う
と
思
っ
て
い
る
方

定
員
=
4
0人

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

期
限
=
1
2

月
2
5日

申
・
問
先
=
地
域
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

表4　 精神保健福祉ボランティア講座

冬
で
も
起
こ
る
食
中
毒

「
食
中
毒
は
夏
に
起
こ
る
も
の
」

そ
う
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
1
年
間

に
発
生
す
る
食
中
毒
の
約
3
割
は
冬

場
に
起
き
て
い
ま
す
。
中
で
も
多
い

の
が
S
R
S
V

と
呼
ば
れ
る
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
も
の
で
、
「
生
カ
キ
」
な

ど
の
二
枚
貝
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
主
な
症
状
は
、
吐
き
気
、
お
う

吐
、
腹
痛
、
発
熱
な
ど
で
あ
り
、
潜

伏
期
間
は
2
4～
4
8時
間
で
す
。
S
R
S
V

に
感
染
し
た
人
す
べ
て
が
胃
腸

炎
を
起
こ
す
わ
け
で
は
な
く
、
軽
い

風
邪
の
症
状
で
済
ん
で
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

数
日
で
治
り
ま
す
が
、
幼
児
や
抵
抗

力
の
弱
い
方
は
注
意
が
必
要
で
す
。
S
R
S
V

に
よ
る
食
中
毒
を
防
ぐ
に

は
、
①
で
き
る
だ
け
生
食
を
避
け
、

十
分
加
熱
し
て
食
べ
る

②
表
示
を

確
認
す
る
(
消
費
期
限
、保
存
方
法
、

「
生
食
用
」
「
加
熱
用
」
な
ど
)

③

食
品
を
扱
う
際
は
、
よ
く
手
を
洗
う

問
先
=
食
品
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

1
2月
2
2
日
(
冬

至
)
は

ゆ
ず
湯

区
内
各
銭
湯

費
用
=
▽
6
5歳
以
上
・
:
1
4
0
円

▽

小
学
生
・
:
2
0円

▽
6
歳
未
満
…

無
料

※
当
日
、
番
台
ま
た
は
フ

ロ
ン
ト
で
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ

い
。
証
明
書
な
ど
は
不
要
で
す

問
先
=
衛
生
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち

21

一
歩
先
行
く
生
活
習
慣

あ
な
た
の
健
康
診
断
の
結
果
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
節
目
健
康
診
査

に
よ
る
と
生
活
習
慣
病
と
診
断
さ
れ

た
人
は
4
0歳
で
H
・
2
%

、
5
0歳
で
2
7

・
9
%

、
6
0歳
で
4
5・
3
%
で
し

た
。「
今
は
元
気
だ
し
、気
を
つ
け
て

い
る
か
ら
大
丈
夫
」
-

そ
の
元
気

を
い
つ
ま
で
も
保
ち
続
け
る
た
め
に

基
礎
代
謝
を
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

か
ら
だ
全
体
を
若
く
保
つ
基
礎
代
謝

量
(
生
き
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
)

は
残
念
な
が
ら
加
齢
と
と
も
に
低
下

し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
カ
ギ
を
に
ぎ

っ
て
い
る
の
が
筋
肉
で
、
筋
肉
量
が

多
い
ほ
ど
基
礎
代
謝
量
が
高
く
な
り

ま
す
。
暮
ら
し
の
中
に
筋
肉
を
刺
激

す
る
動
作
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

①
手
の
ひ
ら
押
し
・
:胸
の
前
で
手
の

ひ
ら
を
合
わ
せ
両
手
で
押
し
合
い
ま

す

②
ひ
ざ
と
腰
の
屈
伸
・
:片
足
を

後
ろ
に
引
き
、
両
ひ
ざ
と
腰
を
曲
げ

て
再
び
伸
ば
し
ま
す

③
背
筋
伸
ば

し
…
羇
隗
を
上
に
あ
げ
、
抒
狢
を
ぐ

ん
と
伸
ば
し
お
腹
を
へ
こ
ま
せ
る
よ

う
に
し
ま
す
④
手
荷
物
持
ち
上
げ

…
荷
物
を
持
っ
た
と
き
、
ひ
じ
を
軽

く
曲
げ
腕
に
力
を
入
れ
て
荷
物
を
持

ち
上
げ
る
よ
う
に
し
ま
す
⑤
ひ
ざ

押
し
…
い
す
に
座
っ
た
と
き
、
手
を

ひ
ざ
の
外
側
に
お
き
、
ひ
ざ
を
閉
じ

る
よ
う
に
押
し
、
逆
に
ひ
ざ
は
開
く

よ
う
に
力
を
入
れ
ま
す
。
次
に
手
で

ひ
ざ
を
開
く
よ
う
に
左
右
に
ひ
っ
ぱ

り
、
ひ
ざ
は
閉
じ
る
よ
う
に
力
を
入

れ
ま
す
。
①
～
⑤
を
3
～
5
回
繰
り

返
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

ょ
う
。
問
先
=
足
立
保
健
所
調
整
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医
療
従
事
者
の
方
へ

年
末
届
を
お
忘
れ
な
く

こ
の
届
け
出
は
、
医
師
法
な
ど
の

規
定
に
よ
り
医
療
従
事
者
の
分
布
お

よ
び
就
業
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
2
年
に
1
度
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
該
当
者
は
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

調
査
日
=
1
2
月
3
1

日
現
在

対
象
=
①
す
べ
て
の
医
師

・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師

②
業
務
に

従
事
し
て
い
る
保
健
師
・
助
産
師
・

看
護
師
・
准
看
護
師
・
歯
科
衛
生
士

・
歯
科
技
工
士

届
出
先
=
①
・
:
住

所
地
ま
た
は
就
業
地
を
管
轄
す
る
保

健
所

②
…
就
業
地
を
管
轄
す
る
保

健
所

期
限
=
1
月
1
5日

※
届
出

票
は
足
立
保
健
所
お
よ
び
各
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
医
療
関
係
施

設
へ
は
直
接
用
紙
を
送
付

問
先
=

医
薬
衛
生
係(

3
8
8
0
)
5
3
6
2

節
目
健
康
診
査

区
で
は
4
0
歳
、
5
0
歳
、
6
0
歳
に
な

る
方
を
対
象
に
、
基
本
健
康
診
査
・

各
種
が
ん
検
診
・
歯
周
病
健
診
な
ど

を
セ
ッ
ト
に
し
た
節
目
健
康
診
査
を

年
4
回
に
わ
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
=
昭
和
1
8
年
、
2
8
年
、
3
8
年
の

そ
れ
ぞ
れ
1
月
1
2
日
～
3
月
3
1
日
生

ま
れ
の
方

※
申
込
書
は
1
9一月
1
8日

ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
。
希
望
す
る
方

は
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

届
か
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
4
月
以
降
の
誕
生
日

の
方
は
、
3
月
中
に
発
送
し
ま
す

申
込
=
同
封
の
申
込
(
ガ
キ
を
送
付

期
限
=
1
5年
1
月
1
7日
消
印
有
効

問
先
=
成
人
保
健
係

介
護
保
険
償
還
払
い

の
支
給

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

同
じ
世
帯
内
で
、同
じ
月
内
に
I

割
の
自
己
負
担
の
合
計
が
高
額
に
な

っ
た
場
合
、
利
用
者
負
担
限
度
額
を

超
え
た
分
に
つ
い
て
は
後
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。
該
当
者
に
は
通
知
し
ま

す
の
で
、
通
知
が
届
い
て
か
ら
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
用
具
購
入
費

入
浴
や
排
せ
つ
な
ど
に
使
用
す
る

福
祉
用
具
の
購
入
費
が
保
険
か
ら
給

付
さ
れ
ま
す
。利
用
限
度
額
は
、
要

介
護
状
態
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
年
間
1
0

万
円
で
す
。利
用
者
は
、
い
っ
た

ん
全
額
自
己
負
担
し
、
あ
と
か
ら
申

請
に
よ
り
9
割
分
を
支
給
し
ま
す
。

住
宅
改
修
費

住
宅
の
段
差
の
解
消
、
手
す
り
の

取
り
付
け
、
和
式
便
器
の
洋
式
化
な

ど
の
住
宅
改
修
費
が
保
険
か
ら
給
付

さ
れ
ま
す
。
利
用
限
度
額
は
、
要
介

護
状
態
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
2
0万
円

で
す
。
手
続
き
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

区
に
登
録
し
て
い
る
改
修
事
業
者
に

工
事
を
依
頼
す
る
事
に
よ
り
、
1
割

の
自
己
負
担
の
支
払
い
で
利
用
で
き

る
給
付
券
方
式
と
、
い
っ
た
ん
全
額

自
己
負
担
し
、
あ
と
か
ら
申
請
に
よ

り
9
割
分
か
支
給
さ
れ
る
償
還
払
い

方
式
の
2
通
り
の
方
式
が
あ
り
ま

す
。

※
工
事
を
行
う
前
に
、
必
ず

担
当
の
介
護
支
援
専
門
員
(
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ヤ
ー
)に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ー

い
ず
れ
も
ー

問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
給
付
係

定
例
払
い
で
す

高
齢
者
福
祉
手
当

1
2
月
2
5
日
ご
ろ
に
8
月
～
‥
1
1
1
1
一
月
分

を
振
り
込
み
ま
す
。

対
象
=
1
2
年
3

月
3
1
日
現
在
3

ヵ
月
以
上
ね
た
き

り
で
介
護
の
必
要
が
あ
る
方

※
受

け
付
け
は
、
1
2
年
6

月
3
0
日
で
終
了

し
て
お
り

、
こ
の
手
当
は

、
1
4
年
度

(
1
5年
3
月
分
)

を
も
っ
て
廃
止
と

な
り
ま
す

金
額
=

表
5

申
・
問

先
=

在
宅
支
援
係
ま
た
は
各
福
祉
事

務
所
(

表
2
)

表5　 高齢者福祉手当支給額( 1 ヵ月分)

検査員( 臨時職員) 募集

対象= 大学で化学・薬学などを
修了した方 内容= 理化学検査
な ど 定 員=1 人 日 給=9, 650

円 期間=15 年1 月から
※ 勤務は月に数日 期限=12 月18
日 問先= 衛生試験所

3880- 5370

足
立
あ
ん
し
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
の
内
容

ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
で
日
常
生
活

に
不
安
を
抱
え
た
高
齢
者
が
、
地
域

で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う

「
見
落
と
さ
ず
」
「
見
捨
て
ず
」

「
見
逃
さ
ず
」
を
合
言
葉
に
問
題
を

早
期
に
発
見
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
支

え
て
い
く
仕
組
み
と
し
て
、
「
足
立

あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
の
協
力

の
も
と
に
、
各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

夕
ー
(
表
6
)
を
中
心
と
し
て
、
訪

問
し
て
の
話
相
手
・
食
事
会
・
地
域

行
事
へ
の
誘
い
な
ど
各
地
域
で
様
々

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
合

同
研
修
会

こ
の
事
業
の
総
ま
と
め
と
し
て
、

年
1
回
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
「
地

域
に
広
が
る
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
テ
ー
マ
に
、
1
0月
2
8日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
基
調
講
演
を
始

め
、
あ
ん
し
ん
協
力
員
か
ら
の
事
例

発
表
が
あ
り
、
あ
ん
し
ん
協
力
機
関

・
あ
ん
し
ん
協
力
員
を
中
心
に
2
0
0
人

以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

あ
ん
し
ん
協
力
員
募
集

高
齢
者
の
見
守
り
、
何
か
起
き
た

と
き
の
連
絡
、
安
否
確
認
の
声
か
け

な
ど
を
行
う
あ
ん
し
ん
協
力
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
高
齢
者
全

員
に
目
を
配
り
、
見
落
と
さ
れ
る
人

を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
よ
り
多
く

の
方
の
協
力
が
必
要
で
す
。

※
足

立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組

み
を
始
め
、
担
当
地
域
別
の
あ
ん
し

ん
協
力
機
関
一
覧
表
な
ど
を
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジ

で

も

掲

載

し

て

い

ま

す

。

ぜ

ひ

活

用

し

て

く

だ

さ

い

ー

い

ず

れ

も
ー

問

先
=

在

宅

支

援

係

h
t
t
p
:
/
/
k
a
i
g
o
.
a
d
a
c
h
i
.
o
r
.
j
p
/
J
I
G

Y
O
/
a
n
n
n
e
t
/
a
n
.
h
t

ヨ

ま

た

は

各

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー
　
(

表
6
)

表6　 在宅介護支援センター一覧

ね
た
き
り
高
齢
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス

寝
具
丸
洗
い
乾
燥
消
毒

年
2
回
の
寝
具
丸
洗
い
、
年
1
0回

の
寝
具
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

対
象
=
在
宅
で
要
介

護
認
定
3
・
4
・
5
度
の
ね
た
き
り

の
高
齢
者

費
用
=
1
回
1
0
0
円

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

年
3
回
理
容
師
ま
た
は
美
容
師
が

自
宅
へ
訪
問
し
、
散
髪
・
カ
ッ
ト
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対

象
=
在
宅
で
要
介
護
認
定
3
・
4
・
5

度
の
ね
た
き
り
高
齢
者

費
用
=
1

回
5
0
0
円

紙
お
む
つ
の
支
給

対
象
=
常
時
失
禁
状
態
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
(
生
活
保
護

受
給
者
お
よ
び
介
護
保
険
で
紙
お
む

つ
を
支
給
さ
れ
て
い
る
方
は
除
く
)

①
要
介
護
認
定
3
・
4
・
5
度
で
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
方

②
東
京
都

重
度
心
身
障
害
者
手
当
受
給
者

③

特
別
障
害
者
手
当
受
給
者

※
入
院

に
よ
り
紙
お
む
つ
の
持
ち
込
み
が
困

難
な
方
に
は
、
I
ヵ
月
3
千
円
を
限

度
に
助
成
し
ま
す

い
ず
れ
も

申
・
問
先
=
在
宅
支
援
係
ま
た
は
各

福
祉
事
務
所
(
表
2
)
ま
た
は
各
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
6
)

※
要
介
護
認
定
の
継
続
手
続
き
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
高
齢
者
福
祉
手
当
が
1
4年
度
末

で
廃
止
と
な
る
た
め
、
こ
の
手
当
の

受
給
者
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
1
5年
2
月
ご
ろ
ま
で
に

要
介
護
認
定
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

様
々
な
人
権
問
題
　
外
国
人

国
際
化
が
進
む
現
代
社
会
で
は
、

国
境
を
越
え
た
様
々
な
活
動
や
人
々

の
移
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
ち
に
は
、
多
様
な
国
籍
や
文

化
、
生
活
習
慣
を
持
っ
た
外
国
人
が

生
活
し
て
お
り
、
色
々
な
国
の
人
を

見
か
け
ま
す
。
区
の
外
国
人
登
録
者

数
(
2
0
0
2
年
9
月
1
日
現
在
)

は
2
万
6
2
4
人
で
、
区
人
口
の
3
0人
に
1

人
が
外
国
人
と
い
う
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
は
、
言
語
、
宗

教
、
生
活
習
慣
等
の
違
い
か
ら
く
る

誤
解
や
偏
見
な
ど
か
ら
、
外
国
人
の

人
権
に
か
か
わ
る
様
々
な
問
題
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
外
国
人
に
対
す
る
ア
パ

ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
入
居
を
断

っ
た
り
、
就
労
の
際
に
外
国
人
で
あ

る
と
い
う
理
由
だ
け
で
不
合
理
な
取

り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
閉
鎖
的
な
態
度
や

差
別
は
、
外
国
人
の
人
権
を
傷
つ
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
が
外
国
で
生
活
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
外
国
人

で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
不
合
理
な
扱

い
を
受
け
る
こ
と
を
想
像
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
怒
り
と
悲
し
み
の
気
持

ち
が
湧
い
て
き
ま
せ
ん
か
。
人
間
を

国
籍
、
人
種
、
宗
教
な
ど
で
判
断
す

る
の
で
は
な
く
、
「
そ
の
人
自
身
」

を
知
り
、
理
解
す
る
努
力
こ
そ
が
差

別
や
偏
見
を
な
く
し
、
本
当
の
国
際

化
に
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策

選

挙

豆

知

識

選
挙
の
7
つ
道
具

公
職
選
挙
法
で
は
、
選
挙
運
動
の

公
正
を
確
保
す
る
た
め
、
選
挙
運
動

で
使
用
す
る
自
動
車
・
拡
声
機
な
ど

に
数
の
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。

実
際
に
選
挙
運
動
で
使
用
す
る
に

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
交
付
す
る

表
示
物
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

各
選
挙
の
立
候
補
者
は
立
候
補
受
け

付
け
の
と
き
に
、
「
選
挙
運
動
用
の

自
動
車
や
船
舶
に
つ
け
る
旗
」
「
選

挙
運
動
用
の
拡
声
機
に
つ
け
る
札
」

「
選
挙
運
動
用
の
自
動
車
や
船
舶
に

乗
車
・
乗
船
す
る
運
動
員
が
つ
け
る

腕
章
」
「
街
頭
演
説
を
開
催
し
て
い

る
時
に
掲
げ
る
旗
」
「
街
頭
演
説
を

行
う
と
き
運
動
員
が
つ
け
る
腕
章
」

「
選
挙
事
務
所
の
標
札
(
国
政
選
挙

・
知
事
選
挙
の
み
)

」
「
個
人
演
説

会
場
で
掲
げ
る
看
板
に
つ
け
る
札

(国
政
選
挙
・
知
事
選
挙
の
み
)

」

な
ど
が
渡
さ
れ
、
選
挙
運
動
を
始
め

ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
表
示
物

を
俗
に
選
挙
の
7
つ
道
具
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員

会

　
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

選
挙
人
名
簿
の
作
成

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
を
確
定
す

る
た
め
、
毎
年
1
月
1
日
を
基
準
と

し
て
、
選
挙
人
名
簿
の
調
製
を
し
て

い
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
に
必
要
な

登
載
申
請
書
は
1
2月
2
0日
ご
ろ
ま
で

に
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
農
業
従

事
世
帯
へ
送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項

を
記
入
し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

期
限
内
に
必
ず
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

期
限
=
1
月
1
0日
必
着

問

先
=
農
業
委
員
会
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平成14 年度
上半期 財政状況を広表します

条例に基づき、年2 回、6 月と12月に財政状況を公表していま
す。これは、区の財政の実態を皆さんに理解していただくための
ものです。今回は14年度上半期の執行状況などについてお知らせ
します( 図表は14年9 月30日現在)。

問先= 財政課 　3880- 5814

14年度上半期財政運営の状況
14年度予算は、「子どもと産業の未

来を育む予算」として財政健全化を図

りながら 、一般会計で1, 956 億円を当

初予算で編成しました。

その後の第一次補正予算では、約31

億円を増額計上し、予算現額は1, 98ワ

億円となりました。

補正予算で計上された主な事業は、

各種制度改正に伴う電算システム改修

経費、コンビニを活用したシステム改修経費、学童保育室設置工事経

費、保育園の定員増に伴う施設改修経費、(仮称) あだち新産業振興セ

ンター整備に伴う経費などです。

各会計予算の執行状況は次のとおりです。

◇ 14年度上半期に実施した主な事業
▽ 学童保育室( せきや・千寿常東・つくしんば・くすの木・さくら)

開設 ▽ 身体障害者福祉ホーム「大谷田ホーム」開設

▽ こども家庭支援センター「風の子」開設 ▽ 千寿小学校開校

▽ 老人保健施設「梅の木」開設 ▽ 千寿常東小学校開校

▽ 関屋公園・宮城ゆうゆう公園開設

平成14 年度 各会 計予算 執行 状 況

特別 区債 の現 在 高

区民サービス 一時借入金

区有財産の状況

あなたの納める 1, 000 円 はこのように使われます。

学 童 保 園 室

15年度4月入室児童募集
対象=15年4月に小学1年～3年生になる児童で、保護者

の就労、長期の病気などで、放課後お子さんの面倒をみる
ことができない方 定員= 各保育室40人( 一部定員の異

なる保育室有り) 費用= 児童1 人につき月額6 千円 申
込= 申請書、家庭状況票、勤務証明書などを希望する保育

寔に提出。書類は12月10日から各保育室で配布※ 在籍し
ている児童で、継続して入室を希望する場合も同じ手続き

が必要です期間=15年1月4日～17日※ 申し込みが遅
れると、4 月からの入室に間に合わない場合があります
申先= 表1 問先= 指導相談係 　3880- 5868

表1　 学 童 保 育 室 一 覧

※ の学童保育室についてはコ5 年4 月開室のため、(
仮称) 千寿第五は住区推進課へ、そのほかは

各住区センター本館へ申し込んでください

☆上記のほかに商店街の中に2ヵ所開設されますO
巾東和銀座商店街振興組合 アモール学童クラブ03605- 35 引
②青井兵和通り商店街振興組合 わくわ< クラブ フ?59ワ8- 21 凹

年 末年 始 の
清掃作業案内

年末年始の時期は、地区によって年末の取り納
め日・年始の取り始め日が異なりますので注意し
てください。くわしくは、集積所のチラシをご覧
ください。
年末年始のごみの収集・資源の回収は、収集時
間が変わる場合もあるため、必ず収集日の朝8 時
までに出してください。
年末年始は、通常に比べてかなりごみ量が増え
ます。また、収集時の駆け込み、清掃車への直接
投入は大変危険です。皆さんのご協力をお願いし
ます。

びん・缶・ペットボトル
(資源)

中をすすぎ、キャップは不燃
ごみに出してください。また、

ペットボトル9 店頭回収にご協
力ください

スプレ一缶(
不燃ごみ)
完全に使い切
ってから不燃ご
みに出してくだ

さい
刈り込みした草や枝

(可燃ごみ)
一時に多量排出すると有料にな

りますO持ち運びできるように束
ねて、少しずつ出してください

新聞・ダンボール
などの古紙(資源)

種類別に分け、ひもでしばって出
してください。リサイクルできない
ごみは資源に潴ぜないでください

年末年始のごみ等の収集日一覧

※ 家電リサイクル法対象品目( エアコン・テレビ・冷蔵 庫・
洗濯機) で 、買い替えではなく買つたお店がわからな
いなどの場合は、家電リサイクル受付センターへ申し 込
んでください 　5296- 7200

問 先= 足 立東清掃事務所
( 千住地区および国道4 号線東側) 　3889- 0711
足 立西清掃事務所
( 千住地区を除く国道4 号線西側) 　3853- 2141
清掃課計画係　　　　　　　　　 　3880- 5813

新
交
通

シス
テ
ム
!

日
暮
里
・
舎
人
線

道
路
の
上
の
駅

尾
久
橋
通
り
の
上
に
作
ら
れ
る
日

暮
里
・
舎
人
線
は
、
駅
も
道
路
の
上

に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
駅
は
、

両
側
の
歩
道
か
ら
「
連
絡
通
路
」
を

設
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

連
絡
通
路
は
、
周
辺
の
計
画
と
あ

わ
せ
設
計
さ
れ
ま
す
。
区
で
は
、
足

立
小
台
駅
【
東
側
】、
高
野
駅
【
西

側
】、
江
北
駅
【
東
側
】、
見
沼
代
親

水
公
園
駅
【
西
側
】
(
駅
名
は
全
て

仮
称
)
の
4
駅
に
駅
前
広
場
を
設
置

す
る
計
画
が
あ
り
、
連
絡
通
路
は
こ

れ
に
あ
わ
せ
て
設
置
し
て
い
き
ま

す
。
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
ほ

か
に
舎
人
公
園
駅
、
見
沼
代
親
水
公

園
駅
【
東
側
】
で
連
絡
通
路
乗
降
口

の
設
計
が
ほ
ぼ
決
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

一
方
、
連
絡
通
路
の
設
置
場
所
に

よ
っ
て
は
、
車
両
な
ど
の
道
路
へ
の

出
入
り
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
前
述
の
箇
所

以
外
で
は
、
都
・
新
交
通
建
設
事
務

所
で
連
絡
通
路
乗
降
地
付
近
の
方
と

相
談
を
進
め
、
地
域
に
使
い
易
い
乗

降
場
所
の
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
連
絡
通
路
に
は
バ
リ
ア
ー

フ
リ
ー
に
配
慮
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

な
ど
を
設
け
る
予
定
で
す
。

問
先
=
都
市
交
通
課
日
暮
里
・
舎
人

推
進

　
(
3
8
8
0
)
5
7
1
8▲ 基準的駅のイメージ図

区政モニター
200人に
聞きました

第3 回区政モニター
アンケート集計結果

「地域の国際化に向けて」

区
政
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
決
め
、
定

期
的
に
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
「
地
域
の
国
際
化
」

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
期
間

=
1
0
月
2
5
日
～
1
1
月
5
日
調
査
方
法

=
郵
便
1
4
6人ノ
フ
ァ
ク
ス
8
人
ノ
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
4
6人

回
答
率
点
一一
%

第
3
回
区
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト

報
告
書
は
、
区
政
情
報
室
、
各
図
書
館

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
広
聴
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

国
際
化
に
対
応
し
て
地
域
に
必
要
な
こ
と

や
っ
て
み
た
い
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは
12 月11 日

から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡

例

・i ● 込Oj 車t 為 嘛方齏

卜崋癩華・ ‥ 卑し鑷碑癩篳
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申b 塾 み蠢( 幽栖龠ね鶯鳬

崋輯躅卿肥輯の鄒 鴪 の鱇無料

休
日
納
税
・
納
付
相
談

平
日
、
区
役
所
に
来
庁
で
き
な
い

方
の
た
め
に
、
「
区
・
都
民
税
」
「
国

民
健
康
保
険
料
≒
介
護
保
険
料
」
の

納
税
・
納
付
に
関
す
る
休
日
相
談
を

行
い
ま
す
。
日
時
=
1
9
一
月
1
5
日
回
、

午
前
9
時
～
午
後
4
時
場
所
=
納

税
課
(
中
央
館
I
階
)
/
国
民
健
康

保
険
課
(
北
館
2
階
)
/
介
護
保
険

課
(
北
館
I

階
)

問
先
=
納
税
第

一
・
二
係(

3
8
8
0
)
5
2
3
6
8
7

国
民
健
康
保
険
課
納
付
相
談
第
一
・

二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
3
8
4

介
護
保
険
課
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

1
5年
度
の
国
民
健
康
保
料
納
付
書

お
よ
び
納
通
送
付
用
封
筒
に
掲
載
す

る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。
広
告
は
、

区
内
国
保
加
入
世
帯
(
約
1
5万
)
に
発

送
す
る
納
付
書
(
口
座
引
き
落
し
世

帯
は
除
く
)

と
納
付
書
お

よ
び
通
知
書

を
発
送
す
る

際
に
使
用
す

る
封
筒
に
掲

載
し
ま
す
。

大
き
な
宣
伝

効
果
が
期
待

で
き
ま
す
の

で
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

規
格
・
掲
載

料
等
=
表
1

掲
載
で
き
な

い
も
の
=
公

共
性
お
よ
び

そ
の
品
位
を

損
な
う
お
そ

れ
の
あ
る
も
の
/
「
風
俗
営
業
等
の

規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
(
昭
和
2
3
年
法
律
第
1
2
2
)
」
に

定
め
る
「
風
俗
営
業
」
ま
た
は
「
風

俗
関
連
営
業
」
/
政
治
活
動
、
宗
教

活
動
、
お
よ
び
個
人
的
宣
伝
な
ど
/

法
令
で
禁
止
さ
れ
、
あ
る
い
は
法
令

に
抵
触
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
/

そ
の
他
封
筒
に
掲
載
す
る
広
告
と
し

て
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

期
間
=
1
2
月
1
7
日
～
1
月
1
5
日
掲

載
の
決
定
=
内
容
審
査
の
う
え
、
掲

載
の
可
否
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
掲

載
決
定
後
、
申
込
者
の
負
担
で
版
下

原
稿
を
作
成

申
込
=
所
定
の
用
紙

に
記
入
し
、
掲
載
広
告
の
原
稿
を
添

え
て
持
参

問
先
=
国
民
健
康
保
険

課
資
格
賦
課
係(

3
8
8
0
)
5
2
4
0

表1　 掲載位置・規格・掲載料等

※広告の刷色は、納付書は茶色、封筒は青色です

医
療
費
通
知
を
送
り
ま
す

実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
9
月
に
診
療
を

受
け
た
方
に
、
そ
の
月
の
医
療
費
の

全
額
(
1
0割
分
)
を
1
月
下
旬
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
※
総
医
療
費
が
3

千
円
以
下
の
場
合
や
医
療
機
関
か

ら
の
請
求
が
遅
れ
た
場
合
は
除
き
ま

す
。
問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
給

付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

加
入
・
脱
退
の

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

就
職
し
た
ら

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
会

社
な
ど
に
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
方
、
お
よ
び
扶
養
家

族
は
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
=
勤

め
先
の
健
康
保
険
証
、
国
民
健
康
保

険
証
を
持
参

退
職
し
た
ら

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
、
職
場
の

健
康
保
険
を
脱
退
し
た
方
お
よ
び
扶

養
家
族
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
※

生
活
保
護
受
給
中
の
方
、
在
留
期
間

が
1
年
未
満
の
外
国
籍
の
方
は
除
く

申
込
=
退
職
証
明
書
(
離
職
票
)
な

ど
、
国
民
健
康
保
険
証
(
既
に
家
族

の
方
が
加
入
し
て
い
る
と
き
)
、年
金

証
書
(
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
を
受

給
中
ま
た
は
受
給
資
格
の
あ
る
方
)

を
持
参

ー

い
ず
れ
も
ー

申
先
=
各
区
民
事
務
所
ま
た
は
、
国

民
健
康
保
険
課

問
先
=
国
民
健
康

保
険
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

建
設
工
事
な
ど
の
競
争

入
札
参
加
登
録
受
付

1
5
・
1
6
年
度
に
、区
の
建
設
工
事

な
ど
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す

る
方
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。日

時
等
=
▽
区
内
業
者
:
i
月
1
4
日
～

1
7
日
▽
区
外
業
者
:
i
月
2
0
日
～

3
1
日
い
ず
れ
も
時
間
は
、午
前
9

時
3
0
分
～
午
後
3
時
3
0
分
(
正
午
～

午
後
1
時
、土
・
日
を
除
く
)
場
所

=
区
役
所
申
込
=
所
定
の
用
紙
で

申
し
込
み
。所
定
の
用
紙
は
、東
京

都
弘
済
会
に
て
販
売
し
ま
す
。ま
た
、

足
立
区
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「ゆ
う
」
で
も
、
1
2
月
1
7
日
～

1
9
日
、午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
　

(
正
午
～
午
後
1
時
を
除
く
)
に
販

売
し
ま
す
(

事
業
協
同
組
合
分
を
除

く
)
。

な
お
、
各
施
設
と
も
車
で
の

来
所
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
先
=

工
事
契
約
係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
2

都
営
・
区
シ
ル
バ
ー

ピ
ア
(
単
身
者
向
け
)

入
居
者
募
集

用
紙
配
布
期
間
=
1
2
月
1
6
日
～
2
4
日
　

(土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除
く
)

※

募
集
内
容
な
ど
く
わ
し
く
は
、「
申
込

用
紙
(
申
込
の
し
お
り
)
」を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
配
布
場
所
=
各
区
民
事

務
所
(
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
配
布

終
了
)

申
・
問
先
=
住
宅
管
理
係
　

(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

建
物
を
新
築
な
ど
す
る

方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
区
域
で
、
建

物
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
な
ど
で
出

入
口
を
変
更
す
る
場
合
は
、
新
た
に

住
居
番
号
(
住
所
)
を
決
め
る
た
め

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け

出
が
な
い
と
、
住
民
票
の
異
動
な
ど

の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
建
築
確

認
済
証
が
交
付
さ
れ
た
ら
、
案
内
図

と
配
置
図
(
建
築
確
認
書
一
式
の
中

に
あ
り
ま
す
)
を
用
意
の
う
え
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
建
物

は
そ
の
ま
ま
で
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
建

物
の
名
称
を
変
え
た
場
合
も
届
け
出

が
必
要
で
す
。
な
お
、
住
居
表
示
板

(緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
を
破
損
・
紛

失
し
て
し
ま
っ
た
方
に
は
、
窓
口
に

て
無
料
で
再
交
付
し
て
い
ま
す
。

問
先
=
戸
籍
住
民
課
住
居
表
示

小
規
模
の
焼
却
炉
の

実
態
調
査
を
行
い
ま
す

都
内
全
域
か
ら
無
作
為
に
地
域
を

抽
出
し
、
調
査
員
が
巡
回
し
て
実
態

調
査
を
行
い
ま
す
。
焼
却
炉
な
ど
を

有
す
る
所
で
は
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
員
は
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
、
腕
章
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
物
品
の
販
売
な
ど
は

行
い
ま
せ
ん
。
期
間
=
1
2
月
H
日
～

2
7日

問
先
=
区

。環
境
課
指
導

第
一
・
第
二
係

ま
た
は
都

。環
境
局
計
画
課
基
準
係

(
5
3
8
8
)
3
4
8
2

中
高
層
建
築
物
な
ど

の
事
前
公
開
制
度

一

部

改

正

高
さ
1
0
m
を
超
え
る
建
築
物
な
ど

を
建
て
る
場
合
、近
隣
紛
争
の
予
防
・

調
整
の
た
め
、
建
築
計
画
の
事
前
公

開
制
度
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、建
築
基
準
法
改
正
に
伴
い
、

あ
ら
か
じ
め
公
開
が
必
要
な
手
続
4

の
追
加
を
含
め
て
制
度
を
見
直
し
ま

し
た
。
1
5年
1
月
1
日
施
行
で
す
が
、
1
2

月
中
か
ら
計
画
の
公
開
や
届
け
出

が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
建
築
物
を
計
画
の
方
は
注
意
L

て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
紛
争
調
夥

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
4
5

道
路
は
正
し
く
使
い

ま
し
ょ
う

・
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可

道
路
は
通
行
の
支
障
に
な
ら
ず
、

一
定
の
基
準
に
あ
っ
た
も
の
に
限
っ

て
、
道
路
管
理
者
(
区
な
ど
)
や
交

通
管
理
者
(
警
察
)
の
許
可
を
受
け

て
占
用
(
使
用
)
で
き
ま
す
。日
よ
け
・

突
き
出
し
看
板
の
設
置
ま
た
は
す
で

に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
許
可
を
受
け

て
い
な
い
も
の
や
、
建
築
工
事
の
足

場
な
ど
は
許
可
が
必
要
で
す
。

自
費
工
事
承
認

駐
車
場
な
ど
に
乗
り
入
れ
る
た
め

の
L
型
溝
、
歩
道
の
切
り
下
げ
や
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の
撤
去
工
事
な
ど
は
、

必
ず
事
前
に
許
可
・
承
認
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。道
路
占
用
許
可
申
請
書
、

自
費
工
事
施
行
承
認
申
請
用
紙
は
、

占
用
係
に
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。い

ず
れ
も

申
・
問
先
=
占
用
係

(
3
8
8
0
)
5
9
0
7

女
性
相
談
室
の
臨
時
休
業

休
業
し
ま
す
(
こ
の
期
間
は
、
相

談
の
予
約
も
休
業
し
ま
す
)
。
期
間

=
1
2
月
2
6
日
～
1
5
年
1
月
8
日
問

先
=
女
性
相
談
室

(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

1
2月
3
1日
現
在
で
の
工
業
統
計
調

査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
結
果

は
、
国
や
都
、区
に
お
け
る
行
政
施

策
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。
対
象

の
事
業
所
に
は
、
1
2月
中
旬
か
ら
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
対
象
=
従
業
員

数
が
4
人
以
上
の
製
造
事
業
所

問

先
=
統
計
係(

3
8
8
0
)
5
2
5
1

就
学
相
談

来
年
4
月
に
小
学
校
入
学
予
定

で
、
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
の
就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
の
教
育
の
場
な
ど
に

つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
日
時
=
毎
週
月
曜
～

金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所
教
育
相
談

係

　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

上
総
湊
健
康
学
園

1
5年
度
入
園
児
童
募
集

房
総
半
島
に
あ
る
、
唯
一
の
全
寮

制
区
立
小
学
校
で
す
。
青
い
海
、
美

し
い
緑
、
そ
し
て
澄
み
切
っ
た
空
気
、

健
康
回
復
を
図
る
に
は
最
適
な
環
境

で
す
。
寮
で
は
保
育
士
が
親
代
わ
り

と
な
り
、
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
身

の
回
り
の
世
話
を
し
、
看
護
師
も
常

駐
し
て
い
ま
す
。
楽
し
い
行
事
も
た

く
さ
ん
行
わ
れ
ま
す
。
対
象
=
小

学
3
年
～
6
年
生
で
次
に
該
当
す
る

児
童
…
ぜ
ん
息
/
肥
満
/
偏
食
/
虚

弱

内
容
=
区
立
小
学
校
と
全
く
同

じ
授
業
内
容
を
行
い
、
規
則
正
し
い

集
団
生
活
を
通
し
て
健
康
回
復
を
図

り
、
学
力
増
進
を
め
ざ
し
ま
す

定

員
=
6
0人

費
用
=
食
事
代
・
教
材

費
な
ど
の
自
己
負
担
有
り

※
減

額
・
免
除
制
度
有
り

申
込
=
現
在

通
学
中
の
学
校
の
担
任
・
養
護
の
先

生
を
通
し
て
申
し
込
み

期
限
=
2

月
5
日

申
・
問
先
=
学
校
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
1

講
師
養
成
講
座

日
時
=

全
6

回
、
1

月
一
1
1
1
1

一
日
・
1
9日
・
2
5

日
・
2
月
8

日
・
1
5日
・
9
9一
日

午
後
1
時
～
3
時
※
最
終
回
は
午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
対
象
=
1
6
歳

以
上
の
青
少
年
指
導
な
ど
に
興
味
の

あ
る
方
/

地
域
指
導
者

。ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
A

コ
ー
ス
講
師
を

め
ざ
す
方

講
師
=

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
A

コ
ー
ス
巡
回
講
師
ほ

か

定
員
=
3
0
人
(
抽
選
)

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
住
所

、
氏
名

、年
齢

、

電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
1
9一
月
2
5

日
必
着

場
・
申
・
問
先
=

青
少
年

セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・
0
8
4
1

西
新

井
1
-
4
-
1
7(

3
8
9
0
)
0
0
6
1

な
く
そ
う
セ
ク
ハ
ラ
!

築
こ
う
活
き
活
き
と
し

た
素
敵
な
職
場
!

職
務
上
の
地
位
を
利
用
し
、
性
的

な
関
係
を
強
要
し
た
り
、
ほ
か
の
人

を
「
不
快
に
さ
せ
る
性
的
な
言
動
」

を
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

。
(
ラ
ス
メ
ン
ト

と
言
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
被
害
者

は
不
快
な
性
的
言
動
に
耐
え
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
日
本
で

も
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
、
1
0
0万円
単

位
の
慰
謝
料
の
支
払
い
が
命
じ
ら
れ

る
時
代
に
な
っ
て
ま
す
。
男
性
も
女

性
も
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
職
場
ぐ

る
み
で
「
セ
ク
ハ
ラ
」
を
な
く
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、「
セ
ク
ハ
ラ
」
に
関
す
る
学

習
会
の
出
前
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2
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催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは

12 月11 日

から受け付け

友
好
自
治
体
小
出
町
交
流

雪
合
戦
参
加
者
募
集

小
出
町
の
雪
ま
つ
り
を
見
学
し
、

国
際
雪
合
戦
に
参
加
し
て
、
交
流
を

深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
2

月
8
日
～
9
日
、
午
前
8
時
区
役
所

出
発

内
容
=
8
日
出
…
小
出
町
観

光
-
雪
ま
っ
り
前
夜
祭
参
加
卜
大
湯

温
泉
泊
/
9

日
…
雪
ま
つ
り
見
学

(雪
合
戦
参
加
は
任
意
)
-

午
後
7

時
区
役
所
到
着
予
定

対
象
=
交
流

協
会
会
員
お
よ
び
区
内
在
住
の
方

費
用
=
交
流
協
会
個
人
会
員
:
i
万
9

千
円
/
非
会
員
…
2
万
2
千
円

定
員
=
4
5人
(
抽
選
)

申
込
=
(

ガ

キ
に
希
望
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
、
会
員
∴

般
の

別
、雪
合
戦
に
参
加
・
不
参
加
を
明
記

期
限
=
1
月
1
0日
必
着

申
・
問
先
=

区
民
交
流
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
　
　
　

　
(
3
8
8
0
)
5
1
8
3

1
2
月
1
3
日
～
2
5
日

「
光
の
祭
典
」開
催

ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
登
場
!

足
立
区
出
身
の
、
ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
(
都
公
認
大
道
芸
人
)
が
ス

テ
ー
ジ
に
参
加
。
日
程
等
=
1
2
月
1
4

日
出
・
:ソ
ー
ヤ
谷
村
氏
(
の
こ
ぎ

り
音
楽
)
/
1
2
月
1
5日
回
・
:藤
和
三

氏
(
パ
ン
ト
マ
イ
ム
)
/
1
2月
2
1日
出

…
柳
亭
プ
ウ
ー
太
氏
(
バ
ナ
ナ
の
た

た
き
売
り
)

場
所
=
元
渕
江
公
園

健
脚
集
ま
れ
!
　
光
の
祭
典
開
催

記
念
「
納
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

日
程
=
1
2月
2
1日

内
容
等
=
表
2

申
込
=
電
話

期
限
=
1
2月
1
7日

い
ず
れ
も

ス
テ
ー
ジ
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
雨

天
時
は
、場
合
に
よ
り
中
止

。
ま
た
、

あ
だ
ち
広
報
‥
1
1
1
1

一
月
2
5
日
号
で
お
知
ら

せ
し
た

「
健
康
あ
だ
ち
2
1
の
血
圧
測

定
・
骨
密
度
測
定

」
は
中
止
に
な
り

ま
し
た
。

申
・
問
先
=

観
光
協
会

(
3
8
8
0
)
5
1
8
3

表2　「納めのウォーキング」内容等

※ 全行程徒歩
※ 各自で昼食
※ A・B 両コース参カロ可能

男
性
セ
ミ
ナ
ー

日
時
罅
=
表
3

対
象
=
区
内
在
住
、

在
勤
、在
学
の
方

定
員
=
4
0
人
(
先

着
順
)

申
込
=

電
話

※
保
育
有

り
(
生
後
6
ヵ
月
～
就
学
前
)

場
・

申
・
問
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表3　 男性セミナー日程等

※ いずれも毎週木曜日、午後7時～9時

健
や
か
な
生
活
を
め

ざ
し
て

人
生
8
0年
、
健
康
で
生
き
生
き
と

し
た
暮
ら
し
を
送
る
た
め
に
、
講
演

会
と
体
操
を
行
い
ま
す
。
日
時
=
1

月
1
8日
出
、
午
後
2
時

場
所
=

エ
ル
ーソ
フ
イ
ア

定
員
=
2
0
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協

議
会
事
務
局
(
地
域
支
援
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

冬
花
展
示
合

区
内
の
花
き
農
家
が
栽
培
し
た
約
4
0

点
の
花
を
展
示
し
、
展
示
品
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
も
行
い
ま
す
。

展
示
会

日
時
=
1
2
月
1
8
日
南
、
午
後
1
時
～

5
時
/
1
9
日
困
、
午
前
8
時
3
0
分
～

午
後
1
時

場
所
=
区
役
所
1
階
区

民
ロ
ビ
ー

展
示
品
の
販
売

今
回
は
、
販
売
の
み
で
花
の
無
料

配
布
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
時
=
1
9一

月
1
9日
困
、
午
後
2
時
3
0分

場
所
=

区
役
所
正
面
広
場

※
1
人
1

点
。
状
況
に
よ
り
整
理
券
配
布

花
の
ポ
ッ
ト
苗
の
配
布

「
光
の
祭
典
」で
花
苗
を
配
布
し
ま

す
。

日
時
=
1
2月
2
5日
困

※
整

理
券
は
午
後
5
時
3
0分
か
ら
配
布
予

定

場
所
=
元
渕
江
公
園

問
先
=

農
産
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
6

老
人
会
館
の

手
芸
教
室
(
後
期
)

日
鴫
=
H
年
1
月
～
3
月
呎
髣
2
・

第
4
土
曜
日
、
午
後
1
時
～
2
時
3
0

分

対
象
=
6
0
歳
以
上
で
区
内
在
住

の
方

※
前
回
手
芸
教
室
を
受
講
し

た
方
や
ほ
か
の
教
室
を
受
講
中
の
方

の
申
し
込
み
不
可

内
容
=
ち
ぎ
り

絵
/
レ
ー
ス
編
/
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

※
一
種
の
み
の
申
し
込
み
不
可

定

員
=
3
0人
(
抽
選
)

費
用
=
教
材
費

の
一
部
負
担

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
1
2

月
1
7日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
老

人
会
館

〒
1
2
1・0
8
1
2

西
保
木

間
4
-
9
-
1(

3
8
5
9
)
9
7
3
2

第
6
回
児
童
館
合
同

劇
団
公
演

日
時
=
1
2月
2
1日
出
、午
後
1
時
(
開

場
午
後
o
時
3
0分
)

場
所
=
辰
沼

小
学
校

対
象
=
幼
児
・
小
学
生
(
大

人
の
方
も
参
加
可
)

内
容
=
「
お
祭

り
ど
ん
ぶ
り
」
劇
団
風
の
子
東
京

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

大
谷
田
谷
中
住
区
セ
ン
タ
ー

(
5
6
9
7
)
3
3
9
0

第
6
回
東
京
・
荒
川

市
民
マ
ラ
ソ
ン

日
時
=
3
月
2
3日
回
、
午
前
9
時

内
容
=
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
(
制
限
時
間
7

時
間
)
ほ
か

費
用
=
4
千
円

申
込
=
申
込
書
を
電
話
で
請
求
後
申

し
込
み

期
限
=
1
月
2
7日
消
印
有

効

申
先
=
荒
川
市
民
マ
ラ
ソ
ン
エ

ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー

(
3
7
1
4
)
7
9
2
4

問
先
=
荒
川
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事

務
局

　
(
3
5
7
9
)
2
6
5
4

ま
た
は
体
育
振
興
担
当
課
振
興
係
　

(
3
8
5
9
)
3
4
2
2

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ

コ
ン
サ
ー
ト

う
た
っ
て
交
流
1
3
世
代
。
客
席

と
ス
テ
ー
ジ
が
一
体
と
な
っ
て
楽
し

め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
日
時
=

1
2
月
2
1
H
、
午
後
1
時
～
3
時
3
0

分
(
午
後
o
時
3
0分
開
場
)

場
所
=

西
部
区
民
ホ
ー
ル

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

内
容
=
コ
ー
フ
ス
/
ダ

ン
ス
ノ
手
品
ほ
か

問
先
=
西
部
児

童
館

　
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

お
昼
の
ひ
と
と
き
を
、
日
本
伝
統

楽
器
の
音
色
で
く
つ
ろ
い
で
く
だ
さ

い
。
日
時
=
1
2月
2
0日
吻
、
午
後
O

時
2
5分
～
1
時

場
所
=
区
役
所
I

階
区
民
ロ
ビ
ー

曲
目
=
星
の

舞
曲
/
心
と
き
め
く
と
き
/
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー
ほ
か

出
演
=

足
立
区
三
曲
協
会

問
先
=
文
化

振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

足
立
少
年
少
女
合
唱
団

第
3
1回
ク
リ
ス
マ
ス
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
卜

ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
た
っ
ぷ
り
の

曲
を
お
届
け
し
ま
す
。
日
時
=
1
9一

月
2
3日
椥
、
午
後
6
時
3
0分
(
午
後
6

時
開
場
)

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

曲
目
=

大
き
な
古
時
計
/
銀
河
鉄
道
励
/

君
を
の
せ
て
ほ
か

問
先
=
文
化
振

興
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

「
あ
だ
ち
の
今
を
記
録
す
る

」

写
真
展
作
品
募
集

応
募
さ
れ
た
写
真
は
館
内
ホ
ー
ル

に
展
示
し
て
紹
介
し
ま
す
。
内
容
=

街
角
、
人
々
、
祭
な
ど
日
常
の

「
あ
だ
ち
の
今
」
を
写
し
、
将
来
の

変
化
を
楽
し
め
る
も
の

※
複
数

枚
、
近
年
撮
影
作
品
可
。
応
募
写
真

は
返
却
し
ま
せ
ん
。
著
作
権
は
郷
土

博
物
館
に
帰
属
し
ま
す

規
格
=

サ

ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
(
L

版
)

紙
焼
き

申
込
=

住
所

、
氏
名
、
年
齢

、
電
話

番
号

、
撮
影
日
、
場
所

、
被
写
体
に

つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
(
2
0
0字
程
度
)

を
明
記
し
た
も
の
を
同
封
し
郵
送

期
限
=
1
月
3
1
日
消
印
有
効
展
示

期
間
=
2
月
1
5
日
～
3
月
1
5
日

場
・
申
・
問
先
=

郷
土
博
物
館

〒
1
2
0

・
0
0
0
1

大
谷
田
5
-
2
0
-
1
　
　
　

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

第
6
回
地
球
に
や
さ
し
い

リ
サ
イ
ク
ル
工
夫
展

作
品
募
集

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
一
人
ひ
と
り
が

も
の
を
大
切
に
す
る
意
識
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。
地
球
環
境
に
や
さ

し
い
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間
=
2
月
1
4
日
～
2
8
日
、
午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
内
容
=
木
片

ま
た
は
、
紙
を
再
活
用
し
た
作
品

(縦
・
横
l
m
以
内
)
、
グ
ル
ー
プ
の

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る

活
動
(
文
章
・
写
真
な
ど
)

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
個
人
ま

た
は
グ
ル
ー
プ

申
込
=
題
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、
直
接
窓
口
に
持
参

申
・
問

先
=
あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜
休
館
)
　

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

め
ざ
せ
　子
ど
も
一
茶

「
俳
句
の
ひ
ろ
ば
羶
」
か
ら
転
載
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

は
が
ぬ
け
た

は
の
あ
い
だ
か
ら

か
ぜ
と
お
る

千
寿
第
八
小
学
校
一
年

お
き

み
さ
き

ツ
リ
ー
よ
り

友
の
笑
顔
が

光
り
て
る

六
木
小
学
校
六
年

小
野
寺

利
紗

家
一
つ

こ
た
つ
の
中
の

会
話
が
一
つ

第
九
中
学
校
三
年

名
倉

信
太
郎

《
評
‥
⑥
の
つ
い
た
句
》

だ
れ
で
も
歯
が
抜
け
る
と
歯
の
間
を
風
が
通
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
と
き
の
へ
ん
て
こ
な
感
じ
か
ら
俳
句
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。
素
直

で
た
い
へ
ん
よ
ろ
し
い
で
す
。

炎
天
寺
住
職

吉
野

孟
彦

こ
の
評
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
池
4
天
寺
住
職
吉
野
孟
彦
様
が
、
1
1月
1
8

日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。《
広
報
課
》

掲

示

板

お
正
月
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

日
時
=
1
2月
3
0日
～
1
月
2
日
、
夜

発
着

場
所
=
菅
里
咼
原
ス
キ
ー
場

定
員
=
4
5人
(
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
可
。

た
だ
し
講
習
な
し
)

費
用
=
大
人
4

万
3
千
円
/
子
ど
も
3
万
8
千
円

申
・
問
先
=
足
立
区
ス
キ
ー
協
会

池
川

　
(
3
8
9
6
)
6
3
4
4

ご
注
意
く
だ
さ
い
!

水
道
局
の
名
を
か
た
る
悪
質
な
訪

問
販
売
や
詐
欺
事
件
な
ど
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
の
方
が
被
害

に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。
問
先
=

都
・
水
道
局
足
立
東
営
業
所

(
5
6
8
1
)
2
1
5
1

ま
た
は
都

。水
道
局
足
立
酉
営
業
所

(
3
8
9
6
)
4
2
2
1

税
務
署
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

期
間
=
2
月
I
H
～
3
月
3
1
日
(
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
)

対
象
=
高
校
生

以
上
で
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
入
力
が
で

き
る
方

申
込
=
履
歴
書
を
送
付

(履
歴
書
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
)

場
・
申
・
問
先
=
足
立
税
務
署

〒
1
2
0

・
8
5
2
0

千
住
旭
町
4
-
2
1

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

ま
た
は
西
新
井
税
務
署

〒
1
2
3・8
5
0
1

栗
原
3
-
1
0
-
1
6

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1
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年
末
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

1
2
月
1
1
日
～
2
0
日

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
重
点

▽
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▽
二
輪
車
・
自
転
車
の
交
通
事
故
防

止▽
夕
暮
れ
時
お
よ
び
夜
間
の
交
通
事

故
防
止

交
通
死
亡
事
故
抑
止
対
策
実
施中

区
内
4
警
察
署
で
は
年
末
に
向
け

て
、
街
頭
活
動
お
よ
び
交
通
指
導
取

り
締
ま
り
を
強
化
し
、
事
故
防
止
に

努
め
て
い
ま
す
。

千
住
警
察
署(

3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署(

3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署(

3
6
2
0
)
0
1
1
0

竹
の
塚
警
察
署(

3
8
5
0
)
0
1
1
0

交
通
事
故
か
ら
身
を
守
ろ
う

夜
間
の
外
出
は
明
る
い
色
の
服
装

や
反
射
材
を
身
に
付
け
た
り
、
信
号

が
青
で
も
左

右
の
安
全
を

確
か
め
て
横

断
す
る
な
ど
、

普
段
か
ら
一

人
ひ
と
り
が

「
自
分
の
命

は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
意

識
を
持
っ
て

行
動
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
・
起
こ
さ

な
い
た
め
に
、
お
互
い
に
思
い
や
り

の
気
持
ち
を
持
っ
て
交
通
ル
ー
ル
ー

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
交
通
安
全
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

10月末現在　区内交通事故数速報値

夕暮れ時は車も
自転車も早めに
ライトをつけよう

迷
惑
!
　
放
置
自
転
車

「
駅
前
な
ど
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

上
に
自
転
車
が
放
置
さ
れ
て
困
っ
て

い
ま
す
」
と
い
う
区
民
の
声
が
増
え

て
い
ま
す
。
自
転
車
を
利
用
す
る
際

は
駅
前
な
ど
に
放
置
せ
ず
、
自
転
車

駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
駐
車
場
の
利
用
を

駅
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m
以
内
を

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し
、

禁
止
区
域
内
の
放
置
自
転
車
を
撤
去

し
て
い
ま
す
。
撤
去
し
た
自
転
車
は

放
置
自
転
車
移
送
所
に
運
び
保
管
し

ま
す
。
引
き
取
る
際
に
撤
去
料
と
し

て
2
千
円
を
徴
収
し
ま
す
。

ま
た
、
撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る

と
処
分
し
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。盗

難
に
注
意

撤
去
し
た
自
転
車
の
な
か
に
は
、

盗
難
自
転
車
も
増
え
て
い
ま
す
。
自

転
車
に
は
必
ず
防
犯
登
録
を
し
て
、

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
か
ぎ
を
二

重
に
つ
け
る
な
ど
の
盗
難
防
止
対
策

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
盗
ま
れ
た
と

き
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
警
察
へ
盗

難
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
撤
去
日

以
前
に
盗
難
届
を
出
し
て
い
る
場
合

は
、
撤
去
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

反
射
材
　プ
レ
ゼ
ン
ト

車
の
ラ
イ
ト
に
反
射
し
て
光
る

反
射
材
を
身
に
つ
け
る
と
、
運
転
者

は
1
0
0
m先
ま
で
の
人
の
存
在
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夜
間
の

事
故
防
止
に
大
変
役
立
つ
反
射
材
3

点
を
、
抽
選
で
1
0
0人
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
申
込
=
(

ガ
キ
に
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が

な
)
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
の

タ
イ
プ
(
歩
行
者
ま
た
は
自
転
車

用
)
、「
交
通
安
全
に
つ
い
て
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
」
を
記
入

期
限
=
1
9

一
月
2
5日
必
着

申
・
問
先
=
交
通

安
全
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央

本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

お休みします
庁舎ホール、駐車場、展望レストランなど

12月14日 は、衛生害虫駆除のため、区役
所全館を閉館します。当日は、庁舎ホール・
区民ロビー・駐車場・展望レストランも利用

できません。 ※ 展望レストランは、毎月第2
土・日曜日は定休日のため15日 も休みま

す 問先= 庁舎管理課管理係

3880- 5824

国民健康保険料納付書の
年月の記載に誤りがありました
11月20日付でお送りしました国民健康保険

料納付書の1～3月分について、年の記載が、
正しくは「平成15年」のところ、「平成14年」
となっております。被保険者の皆さんに大変ご
迷惑をおかけしました。深くおわび致します。
問先= 国民健康保険課資格賦課係

3880- 5240

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係 　3880- 5815

足立区で　買おう　食べよう　頼もう
地域の活力は　まちのにぎわいから

あなたの消費が　まちのにぎわいを育てます
《 産業振興課》

今
日
の
お
風
呂
は
、
り
ん
ご
風
呂

の
ん
び
り
、
ゆ
っ
た
り
、

よ
い
香
り
。
広
い
湯
船
に
浮

か
ぶ
り
ん
ご
は
、
姉
妹
都
市

の
長
野
県
山
ノ
内
町
か
ら
届

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

城
東
五
区
浴
場
連
合
会
が

一
斉
に
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト

は
、
1
1月
2
4日
の
「
り
ん
ご

風
呂
」。区
内
7
2カ
所
の
銭

湯
は
、
J
A
志
賀
高
原
の

協
力
で
用
意
さ
れ
た
り
ん

ご
の
香
り
に
つ
つ
ま
れ
ま
し

た
。手

足
を
ぐ
っ
と
伸
ば
し
、

日
ご
ろ
の
疲
れ
が
と
れ
る
銭

湯
は
、
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い

の
あ
る
と
こ
ろ
。
ぜ
ひ
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

り
ん
ご
っ
娘
た
ち
も

に
っ
こ
り

り
ん
ご
の
香
り
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

野
菜
天
国
・
果
物
王
国
ま
つ
り

‥
1
1
1
1

一月
1
0日
、
北
足
立
市
場
で
新
鮮
な
野
菜
や
く
だ
も
の
、

花
き
な
ど
が
安
く
販
売
さ
れ
る
ま
っ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
食
コ
ー
ナ
ー
や
イ

ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
中
で
も
1
番
人
気

は
「
野
菜
・
く
だ
も
の

ル
ー
レ
ッ
ト
」。
1
回
1
0
0

円
で
は
ず
れ
な
し
。
み

か
ん
1
箱
や
メ
ロ
ン
が

当
た
る
可
能
性
も
あ

り
、
大
行
列
。

普
段
は
あ
ま
り
行
く

こ
と
の
な
い
市
場
で
す

が
、
こ
の
日
は
寒
さ
も

忘
れ
る
く
ら
い
多
く
の

人
の
熱
気
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

ど
れ
に
当
た
る
か
お
楽
し
み
♪

「
え
い
っ
!
」

下
町
で
手
作
り
の
音
楽
祭

H
月
1
0日
、
第
十
六
中
で
常
東

地
区
音
楽
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
音
楽
祭
は
「
音
楽
を
た
の
し

も
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
毎
年
開
か

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
演
奏
の
発
表

の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
北
千

住
駅
東
側
に
位
置
す
る
常
東
地
区

は
、
柳
原
音
楽
祭
が
開
か
れ
る
な

ど
音
楽
活
動
が
大
変
盛
ん
な
と
こ

ろ
で
す
。

今
回
千
寿
第
八
小
は
、
初
め
て

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
で
出
場
。
踊

り
と
フ
ラ
ッ
グ
が
加
わ
り
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
し
た
。
そ
の
後

体
育
館
に
会
場
を
移
し
、
千
寿
常

東
小
、
一
中
、
二
中
、
十
六
中
の

子
ど
も
た
ち
が
次
々
に
レ
ベ
ル
の

高
い
演
奏
を
披
露
。第
二
部
は
「
デ

キ
シ
ー
キ
ン
グ
ス
」
の
演
奏
で
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
生
の
演
奏
を
身
近
か
で
聴
く

チ
ャ
ン
ス
、
ぜ
ひ
来
年
は
足
を
運

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

凛
々
し
い
演
奏
に
会
場
も
感
動

レ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
2
0
0
2

1
1月
2
3日
・
2
4日
、
北
鹿
浜
交

通
公
園
で
、
レ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
が

行
わ
れ
、
大
勢
の
方
が
訪
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
交
通
文
化
連
盟
(
N
P
O

法
人
)
に
よ
る
鉄
道
ミ
ニ
教

室
や
模
型
の
修
理
も
行
わ
れ
、
2
0

年
以
上
前
に
購
入
し
た
模
型
や
、

亡
く
な
っ
た
息
子
さ
ん
の
模
型
を

持
ち
込
ん
だ
方
も
お
り
、
鉄
道
マ

ニ
ア
の
心
の
交
流
も
行
わ
れ
ま
し

た
。「

本
物
の
S
L
・
N
ゲ
L
ン
(
縮

尺
模
型
)
・
ミ
ニ
列
車
が
揃
う
公
園

は
、
東
日
本
で
も
北
鹿
浜
公
園
だ

け
」と
N
P
O

の
吉
野
さ
ん
。
鉄

道
好
き
の
方
に
は
、
見
逃
せ
な
い

公
園
で
す
。

「
ほ
ん
も
の
み
た
い
!

」

古紙配合率75% 再生紙を使用しています F. M　286, 400


